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シーン 項目

１ 事前準備＆

基本的な対策
⑴
チーム内に「感染対策責任者」を設置

⑵
競技会・試合に参加する上での注意事項を選⼿・スタッフ全員が理解する。（不安がある場合は参加を⾒送る）

⑶
チーム内の選手・スタッフ等は活動前にチーム感染対策責任者に健康状態を報告する。 『健康観察記録シート（個人用）』

⑷ 保護者が競技会の会場、⽇時、対戦相⼿を理解しており、参加を了承している。（了承しない場合は無理に参加させない。）

⑸ 「新型コロナウイルス感染対策に関するチーム参加承諾書」の記⼊と下記①〜④の提出。同時に検温とアルコール消毒を受ける。

① 「指導者・スタッフ用 健康チェックシート」 （チーム関係者とは指導者・コーチスタッフ・帯同審判員・観戦保護者も含む）

② 「選⼿用・健康チェックシート（保護者承諾付）」

③「チーム選⼿・スタッフ健康観察⼀覧シート」の提出を受ける。 （ ①と②の対象者全員を記載する）  ※⼀覧シート記載者の検温を⾏いシートに記⼊する。

④「施設利用者名簿」 

※ 熱のある⽅や体調不良の⽅は競技場に⼊れません。（チーム感染対策責任者が帰宅指⽰を・・）

⑹
スマホ利用者は『ＣＯＣＯＡ』新型コロナ接触確認アプリのインストールを必ず⾏ってください。

⑺
マスク着用とこまめな手洗い、手指の消毒は感染対策の基本となるので徹底すること。

⑻
チームは、アルコール消毒液・ハンドソープ・⾮接触型体温計などの感染対策グッズを携⾏すること。

チーム内の感染者や疑いのため活動制限しているチームの参加可否判断

⑴

「新型コロナウイルス感染によるチーム活動制限と復帰」2020年8⽉29⽇4種委員会発⾏に従い判断する。

チーム感染対策責任者は 「新型コロナウイルス感染症発⽣報告書」、「チーム活動再開確認書」を作成し4種委員会感染対策責任者（各地区・4種委員⻑）と

情報共有し対応を諮る。

⑵

チーム内に感染クラスターが発生、複数の濃厚接触者が発生した場合は、14日間チーム活動を休止とします。

また、チーム内感染が終息する（最後の発症者確認から14日間）まで活動休止。

さらに、チーム活動再開後少なくとも14日間は大会、リーグ戦出場を認めない。

⑶
チーム内に感染者、濃厚接触者が発生した場合は、14日間チーム活動を休止とし、その間は大会、リーグ戦出場は認めない。
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⑴

チームバス等で送迎する場合は定員の概ね半数程度にするなどの対応をし、バス内ではマスクを着用する。

⑵
保護者の⾞両等で乗り合わせて移動する場合もマスクを着用し、窓を開ける等、換気がよくなる⼯夫をするとともに⼤声を出さないなどの対策をする。

⑶
電⾞・バス等公共の交通機関内において、マスク着用と常に他者と距離をとり、会話も控える。

⑷
目的地に到着時刻は試合時間に合わせ、会場の混雑や感染リスクを小さくすることを求める。

３ 活動＆試合時 ⑴
選手はウオームアップ実施以外の時はマスクを着用する。指導者・スタッフは常に原則としてマスクを着用する。（出来るだけ２m最低１ｍ以上）を確保する。

⑵ 握⼿やハイタッチは⾏わない。

⑶ 円陣を組んで掛け声をかけることをしない。

⑷ ミーティングの回数・時間を減らす、もしくは⾏わない。（実施の場合指導者はマスクを着用する）

試合関係者のコミュニケーション、給水等

⑴
指導者・スタッフ、ベンチに座る選手は原則としてマスクを着用する。

⑵ プレー以外の不要な接触を避ける（得点後の喜び、交代時の握⼿等）。

⑶

選⼿はピッチ上ではマスクを外すことができる。チームメイト、審判員と会話する際にも距離についてしっかりと配慮する。

■はずしたマスクを⼊れるもの（例︓ジッパーで密閉できるビニール袋）名前を明記したものを用意してください。

⑷ ベンチでの選⼿間の距離を保つ。ベンチ⼊り⼈数は指導者2名〜3名、交代要員8名の制限とする。（⼤会要項に従う）

⑸ ビブスの使用は共有しないように注意する。（交代時にビブスを使用しません）

⑹ サブの選⼿は、アップ時の他の選⼿との距離にも注意を払う。

⑺ ⽔・氷を溜めたクーラーボックスにボトルを漬けない。

⑻ ボトルを他の選手と共有しない,タオル等、リネンを他の選手と共有しない。

保護者等（応援について）の対応

⑴ 原則として常にマスクを着用する。密にならないよう（出来るだけ２m最低１ｍ以上）を確保し、組織的な応援などは⾏わない。

⑵ 観戦・応援保護者についても健康チェックシートの提出が必要です。（チーム健康観察一覧及び参加者名簿へも記載する）

⑶ 観戦は、指定された場所で⾏い、観戦⼈数の制限や無観客開催の指⽰がある場合は必ず従うこと。

⑷ 指示がない場合でも、観戦人数は各ご家庭1名、出場選手人数以下としてください。（選手15名であれば、観戦者数は15名以下）
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⑴ 退席や退場の際等、審判員と会話をすることがあったとしてもその距離には⼗分に配慮する。

⑵

怪我をした選手を他の選手がむやみに接触しない。また、ピッチ外に当該選手を移動させる際は、おんぶやだっこを避け、担架を活用する。仮に、おんぶ等をして当該選

⼿を移動させた場合、移動に関わった⼈は速やかに消毒を⾏う。

⑶
メディカルスタッフはラテックスグローブを活用する。

⑷ 試合後、チーム・審判員との挨拶、相⼿チームベンチへの挨拶は⾏わない。

帯同審判員

⑴
審判は原則として常にマスクを着用し、⼗分な距離（出来るだけ２m最低１ｍ以上）を確保する。

審判打合せは会場内の3密を避けた場所にて⼿早く済ませる。会話が必要な場合、お互いにマスクを着用し距離を保ち、最⼩限の会話に限定する。

選⼿等との不要な接触を避ける。ピッチ上で選⼿と会話する際にも距離についてしっかりと配慮する。

⑶ 第4の審判員は原則として試合中もマスクを着用する。
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選⼿の整列=試合開始5分〜7分前に選⼿を集める

メンバーチェックは従来どり実施（マスクを着用）、⾃由な交代をスムーズに⾏うためベンチメンバーも含めて全員のチェックを⾏いましょう。

試合開始前の挨拶は、フィールドに⼊場し横⼀列に間隔を確保して並び、ベンチ側と観客が要る場合は観客側にも挨拶を⾏う。その後握⼿やタッチは⾏わない。

キャプテンを呼びコイントスを⾏う。距離を確保し握⼿は⾏わない。

円陣を組んでの声掛けはベンチ前同様ピッチ内でも⾏わないようにする。

試合終了後の挨拶も、横⼀列に間隔を確保して並び、ベンチ側と観客が要る場合は観客側にも挨拶を⾏う。その後握⼿やタッチは⾏わない。

相互ベンチへの挨拶は⾏わず、試合終了後の挨拶で代替する。

その他の対応

⑵ 退席や退場の判定の際等、選⼿や監督と会話をする必要が⽣じた場合は、距離に⼗分配慮し、必要最低限の会話に限定する。

⑶ 怪我をした選⼿にむやみに接触しない。また、ピッチ外に当該選⼿を移動させる際は、おんぶやだっこを避け、担架を活用する。

⑷ 試合後の選⼿との挨拶は⾏わない。握⼿もしない。



４ 活動＆試合中

⑴

※WBGT２５度以上⽬安に「飲⽔タイム」を実施。

※WBGT２８度以上⽬安に「クーリングブレイク５分」を実施。（4種ガイドライン）

⑵

ベンチでスポーツドリンク等が飲める環境を用意する。（通常ベンチ・ピッチ内は⽔のみとなっていますがシートを敷くなどして芝養⽣を⾏いスポーツドリンクが飲めるようにし

てください。）

⑵
※コロナ対策によりおしぼりは個⼈が準備、バケツ・クーラーボックスなどに⼊れての共用は不可となります。噴霧器なども有効です。

⑶
※ベンチ・待機場所使用の日よけテントは持参してください。

５ 活動＆試合後 ⑴ 更⾐室が狭い場合の更⾐の順番についてはローテーションを組む等の⼯夫をする。更⾐終了後は更⾐室の窓とドアを開けっ放しにする。

⑵ 着替えを素早く済ませ、密にならないよう注意し更⾐室から早く出る。

⑶ 使用施設のルールに従い、ゴミを密封した状態で処分するか、持ち返る。
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⑵ 検温と共に⾏動記録を書く。

⑶ 早めに就寝し、十分な睡眠時間を確保する。

７ 事後対応 ⑴ 帰宅後14⽇以内にチームの中から感染者が出た場合は、主管ＦＡの感染対策責任者に速やかにその旨伝える。

⑵ 毎⽉のチーム活動出⽋席者を把握⼀覧で管理するように「出⽋席⼀覧表」を作成する。（使用施設の求めにより提出する場合もある）

⑵

本チェックリストに掲載されていない事柄については、「JFAサッカー活動に向けたガイドライン」第3版2020年7⽉20⽇作成及び「YFA4種委員会ガイドライン」2020年

8⽉29⽇版に従って⾏動することとする。

熱中症対策


